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SuMIO NAGASAWA and IsAMU NAKAYAMA 


さき 筆者 ら (1969) は , ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ Favonius cognatus STAUDINGER の 幼虫 を 個体 別に 飼育 
し , その 僅 を 経過 日 数 別に あつ め て , それ ら の 増大 する 様相 を 検討 し た . そし て 幼虫 頭 幅 の 成長 も また 相対 的 に ひと 
LU, 増大 過程 を し めす で あろ うと いう 想定 の で き な い 第 4 令 期 幼虫 の 頭 幅 を , 第 1 >3 令 期 幼 虫 の それ か ら 推 定 
Li. そし て と の 推定 値 と 実測 値 と が , どの 程度 一 致す る か は 残さ れ た 問題 で ある と し た が , と れ は 1966 年 か ら 68 
年 に いた る 期間 に お と な われ た , アイ ノミ ドリ シジミ Chrysozephyrus aurorinus OBERTHUR の 飼育 結果 か ら , 
ある 程度 検討 する と と が で きた . その 結果 を と と に 報告 する . 本 文 に 入る に 先立ち , 飼育 と 計算 に 御 協力 いた だ い 
た 藤森 三千代 , 清水 春子 の 両氏 に 深謝 の 剖 を 表す る . 


実験 材料 お よび 方 法 
1966 年 か ら 68 年 に いた る 3 年 間 の 飼育 実験 に ちち いた アイ ノミ ドリ シジミ は , それ ぞ れ その 前 年 の 来 に , 長野 県 
湯田 中 に お いて , ミズ ナラ の 芽 上 で 採集 し た 政 か ら 出 発し た も の で あっ た . さき の ジョ ウザ ン ミ ドリ シジミ て と 同 
様 , 温度 16~21°C の 実験 室 の 環境 条件 で ふ化 と 同時 に 個体 別に , 直径 9 cm, 高き 2cm の ペトリ 四 に 移し て , FR 
ギ の 花芽 を あたえ て 飼育 し た . 成長 に と も な っ て 排 湯 さ れ た 伏 の 採集 と その 測定 , また 脱皮 ご と に ぬぎ す て ら れ た 
頭蓋 の 脱皮 帝 の 測定 方 法 は , 前 報 に し る し た それ と お な じ で ある . 


実験 結果 と 考察 


前 報 と 同様 の 方 法 で , 個体 別 , 経過 日 数 別に あつ め ら れ た 閥 の 直径 の 平均 値 を も と に し て , その 増大 の 様相 を 検 
討 し た 結果 は , 第 1 表 の ご と く で ある . 一 見 し て 栓 は 日 数 の 経過 に と も な っ て , いち ぢ る し く 増 大 する も の の よう 
で ある が , row 1 の の 値 区 見 る よう , PREPL GELEE SRRRINICHUMEKES BABS BRO 
も の で は な か っ た . 統計 学 的 に は 有意 と いい うる 程 で は な い が , 数 値 の 比較 に お いて , わずか な が ら み と め ら れる 
その 増大 は , と れ を 令 期 ど と に 比較 し た 場合 は , row 2 に みる よう 全く 有意 の 差 が な く , いづ れ の 令 期 に お い 
Ch, その 増大 は 同 程度 で ある と 判定 され た . また row 3 の 数 値 か ら , 幼虫 間 で 比較 し た 場合 も , 有意 の 差 が な 
いと と が わか っ た . row 4 の 数 値 か ら と と に 用 いた 材料 は , 雌雄 と も きわ め て 揃っ た 個体 で , 均一 な 発育 を と げ 
た も の と いい えら れる . 

同一 今期 内 の 例 の 増大 は , 危険 率 P=0.05 と し た と き 統 計 学 的 に は 有意 と いわ れる 程 大 きい も の で な いと と か 

1 令 か ら 4 令 に か け て 見 られ る 大 き さ の 相 異 は , 頭 幅 と 同様 , 脱皮 の 過程 に お いて 段階 的 に 増大 し た 結果 で ある 
と し な けれ ば な ら な い . そ と で 眠 起 第 1 日 日 に 排 洪 さ れ た 准 の 直径 の 平均 値 に つい て , その 増大 の 様相 を 分 散 分 析 
の 方 法 で 考察 し た . その 結果 は 第 2 表 に し めす ご ど と く で ある . 雌 に お いて は 2 次 回 帰 項 に 有意 性 は みとめ られ ず , 
RER 1 日 目 の 糞 の 大 き さ と 令 数 と の 間 に は , 1 次 式 が 成立 する と いい えら れる . 一 方 , 雄 に お いて は , と の 2 次 
回 帰 項 は 有意 で 1 次 式 より も 2 次 式 を も っ て 両者 の 関係 を し めし た 方 が , より 適当 で ある と 考え られ る 。 計算 の 
結果 は , WE 雄 そ れ ぞ れ Y* =1.56513-+-0. 30180 (マー2.5), る =0.80719-L0. 28908X-+0. 02045(X—2.5)? と な 
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Table 1. Analysis of the growth in size of the faecal pellets within instars of CAryso- 
zephyrus aurorinus OBERTHUR, measured in log mm+2.000 as a trend or slope 
upon age in days. Result of rearing in 1966. 





Male 








Female 

Row Effect upon log-width of DF SS MS F DF SS MS F 
1 Combined slope (6,) for instars 

1 to 4 for all larvae 1 0.030694 0.030694 1.53 1 0.028829 0.028829 1.60 
2 Differences in slope between 

instars 3 0.009169 0.003056 0.15 3 0.031835 0.010612 0.59 
3 Differences in the b, computed 

separately for each larva 13 0.017949 0.001381 0.07 9 0.018456 0.002051 0.11 
4 Remaining variation in slope 

Ginstar larvae) 39 0. 782861 0.020073 0.13 27 0.486102 0.018004 0.14 
5 Residual variation about the 

slope for each instar in 232 35.276821 0.152055 171 22.195371 0.129797 


each larva 





Table 2. Analysis of variance of the measurements of faecal pellets. 





Female Male 














Row Term DF SS MS~x« 106 F DF SS MSx 106 F 
1 Between larva totals 13 0.039829 3063.8 2.13 9 0. 025945 2882.8 1.49 
2 Linear trend 1 6. 376129 1 4.178362 

3 Scatter about parabola 2 0.004206 2103 1.46 2 0.018319 9159.5 4,73* 
4 Interaction (larva linear) 13 0.025317 1947.5 1. 64 9 0. 007416 824 0.33 
5 Scatter (Error) 26 0.030843 1186.3 18 0. 044856 2492 

6 Total 55 6.476324 39 4.274898 

7 Correction, C,, 1 137.178511 1 96.776988 

8 Pooled error 39 0.056160 1440 27 0. 052272 1936 





Table 3. Log width, y =log mm + 1.000, of the exuviae of head capsule in successive 
instars x of larvae of Chrysozepyrus aurorinus OBERTHUR, Exuviae of head cap- 
sule of the fourth instar are missing. Result of rearing under a condition of 
laboratory (16-21°C) in 1966. 














Larva y for instar Total 
Sex ee i Cs y) 
No. I H I ア 7。 
1 0.556 0.826 1.045 2.427 0. 489 
2 0. 580 0. 748 0. 987 2.315 0. 407 
3 0. 556 0.785 1. 000 2.341 0. 444 
4 0. 568 0. 806 1. 033 2.407 0. 465 
5 0.568 0.820 1.053 2.441 0. 485 
6 0. 580 0. 845 1. 057 2.482 0.477 
7 0, 591 0. 863 1.021 2.475 0. 430 
8 0. 580 0.813 1. 033 2.426 0. 453 
Famale 9 0.556 0.799 1.049 2.404 0. 493 
10 0. 580 0.813 1. 057 2.450 0. 477 
11 0. 580 0.813 1.045 2.438 0. 465 
12 0. 580 0.813 1. 041. 2.434 0.461 
13 0. 580 0.813 1. 037 2.430 0. 457 
14 0. 568 0. 813 1. 037 2.418 0. 469 
T: 8. 023 11.370 14.495 33. 888 6, 472 
yt 0.573 0.812 1. 035 
Y 0.576 0. 807 1. 038 
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Table 3. の つづ き 





591 0. 806 








1 0. 1.041 2.438 0.450 
2 0.568 0. 806 1. 049 2.423 0. 481 
3 0.580 0. 806 1. 033 2.419 0. 453 
4 0. 558 0.799 1. 041 2.408 0. 473 
5 0. 580 0. 799 1. 041 2.420 0.461 
6 0. 568 0.792 1. 041 2.401 0.473 
Male í 0. 580 0. 792 1. 029 2.401 0. 449 
8 0. 568 0.785 1. 087 2.390 0. 469 
9 0. 580 0. 799 1. 053 2.432 0. 473 
10 0. 580 0. 806 1. 061 2.447 0. 481 
T, 5.763 7.990 10.426 24.179 4.663 

y, 0.576 0.799 1.043 

Y 0. 566 0. 799 1. 043 

Xı ー1 0 +1 


っ た . Mete To KEDARRA L OLEFA, 雌雄 の 成長 期間 , ここ に は し め さ な い が , MORAOH 
違 , ある い は 成虫 に お ける いち ぢ る し し い 斑 様 の ちがい な どか ら 推 察し て も , あり うる と と で あろ う . 

つぎ に , 前 節 と 同一 の 個体 の , 頭蓋 の 脱皮 殻 の 測定 値 を 示し た の が , 第 3 表 で ある が , 先 に も し る し た よう に , 
シジミ チョ ウ の 類 は , 第 4 令 の 頭蓋 は 四 化 に 際 し て , こわ れ て ぬぎ す て ら れる た め , 測定 が 不可 能 で ある . 第 3 令 
まで の それ に つい て , 第 2 表 に し めし た 有 眼 起 直後 の 代 と 全く 同じ 方 法 で , 分 散 分 析 を お と な っ た 結果 は , 雌 に お い 
て は 2 次 回 帰 項 に 有意 性 が みとめ られ ず , Fear 2.12<F76(0.05)=4.22, 頭 幅 と 令 数 と の 問 に は , Y 2 =0. 80686 
+0. 23114CX—2) の 1 次 式 が えら れ た . 一 方 , 雄 に お いて は 2 次 回 帰 項 は 有 間 と な り , Fea=14.91>Fis(0.05)= 
4.41, 2 次 式 , 0.79901 十 0.23315(ー2) 二 0.01044C メ ー2)2 を あて は め た 方 が よい と と が わか っ た . 雌雄 それ 
ぞ れ の 方 程 式 か ら 計 算 し た 第 1 一 3 令 の 頭 幅 の 値 が , 第 3 表 の 雌雄 を それぞれ の 下段 に し めし た Y T, それ ら は 実 
HE P と よく 一 致し た . そし て 雌 に お いて は 1 次 式 が 成立 し , 雄 に お いて は 2 次 式 が 成立 する と と は , AEA 
の 増大 する 割合 か ら 計算 し た それ と 一 致し た . 測定 不可 能 な 第 4 令 幼 虫 の 頭 幅 は , 第 3 令 ま で の 測定 値 に つい て 算 
定 し た 方 程 式 か ら 求め れ ば , お そら くそ れ に ちか い 値 が えら れる で あろ う . 

1966 年 の 飼育 の 成績 か ら , 第 4 令 幼 虫 の 頭 幅 の 測定 値 と , 令 数 の 関係 を し めす 方 程 式 か ら , 推定 が で きる で あろ る 
うと し た が , ES こと の 推定 を うら づけ る た め に , MEERN, その 頭蓋 を 切断 し て , 第 1 て 4 令 
pei Te nec lan og ail na べき 方 程 式 を 算定 し , その 一 致 を 検討 し 
た . 測定 の 結果 を し めし た の が 第 4 表 の 前 半 で , 分 散 分 析 の 結果 は , 2 次 回 帰 項 に 関す る F の 値 は , 雌 に お いて 
は 7 ュー7.67 て が (0.05) 三 9.55 T, 有意 性 が みとめ られ ず , 雄 に お いて は Fea=4.29>Fi;(0. 05) =3. 68 CA 
と な っ た . と れ は 1966 年 の 飼育 成績 か ら え た 准 形 の 増大 , また 頭 幅 の 成長 様相 と 全く 同じ で , さき の 推定 が 妥当 な 
も の で ある と 結論 で きよ う . WHEE DMORRE LOT AAI, HE Mtn Y 2 =0.92663 +0. 24116(X— 
2.5), YS =0. 918254-0. 23242(X—-2. 5) +0. 00563(X— 2.5)? と な っ た . 

個体 間 の 測定 値 の 相違 を し めす だ の 値 は 雌雄 それ ぞ れ Feai 三 5.53<Fi(0.05)=10.1, Feai=0.70<F$;C0.05)== 
4.54 で , いづ れ も 有 意 で な く , 雌雄 共に よく 揃っ た 均一 な 発育 を と げた 個体 税 で あっ た と 考え られ る . 

1967 年 度 に は , さら に 温度 25°C, 関係 湿度 60 め , 常時 照度 130 lux の 郊 光 灯 照 明 下 に お いて , 数 個体 を 飼育 し 
fe. と れ ら の 1 て 3 今 の 頭蓋 の 脱皮 有 殻 の 幅 と , 第 4 令 の 頭蓋 の 幅 を 測定 し た 結果 を し めし た の が , 第 4 表 後 半 の 数 
値 で も ある. これ ら の 数 値 の 分 散 分 析 を お と な っ た 結果 は , 雌雄 いづ れ に お いて も , 2 次 回 帰 項 に 有 門 性 が みとめ ら 
れ た . あて は め る べき 方 程 式 を 計算 し た 結果 は , Ysー0.91125 十 0.22880( ダ ー2.5) 十 0.00350Cー2.5)?。 Y= 
0.91793 十 0.21812C ダ ー2.5) 十 0.00781C メ ー2.5)* と な り , さき の 実験 室 の 条件 下 で お と な っ た 餅 育 の 結果 と は か な 
り 異 っ て いた . 後に の べ る 発育 日 数 の いち じ る し い 相 人 な どか らし て も , 前 着 と と れ を 一 律 に 比較 する と と は 適当 
で は な か る う . 

頭蓋 の 脱皮 毅 の 幅 を 測定 し て , 令 問 の 成長 様式 を 考察 する こと は , 第 4 令 の 幼虫 期 に お いて 困難 を と も な う が , 
第 3 令 ま で の 測定 値 か ら の 推定 が 可能 で , また その 成長 様式 は , 眠 起 第 1 日 目 の 似 の 大 き さ の 比較 に お いて も 推定 
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Table 4. Log width, y =log mm + 1.000, of the exuviae of head capsule in successive 
1st-3rd instars, and of the head capsule in the 4th instar of larvae of Chryso- 
zephyrus aurorinus OBERTHUR. Result of rearing in 1967. 
: for instar 
Rearing Larva y Total 
aes Sex - の CX: y) 
condition No, I II TII IV Ly 
1 0. 580 0. 806 1.045 1. 296 3.727 2. 387 
2 0. 568 0.785 1. 037 1. 296 3. 686 2.436 
Penale T, 1.148 1.591 2.082 2.592 7.413 4.823 
yt 0.574 0. 796 1. 041. 1. 296 
Y 0. 565 0. 806 1. 047 1. 288 
Laboratory ーー e meen e ーーーー か こっ = py ニュ ーー 一 = even ーー 一 ーー os ea ーー ニュー ニニ ニニ ーー ニー ニー と テム > ーー セラ ーー トニ 
1 0.591 0. 806 1.049 1. 267 3.713 2.271 
16~21°C 2 0. 568 0.799 1. 041 1. 290 3. 698 2. 408 
3 0. 580 0.778 1. 049 1.301 3. 708 2.484 
4 0.591 0.771 1. 033 1. 261 3. 656 2.272 
Male 5 0.602 0.806 1. 033 1. 261 3. 702 2, 204 
6 0. 580 0. 806 1. 065 1. 279 3.730 2.356 
T: 3.512 4.766 6. 270 7.659 22: 207 13. 945 
yt 0.585 0.792 1. 045 1. 278 
Y 0. 582 0. 803 1. 036 1. 280 
1 0. 580 0.785 1. 033 T2255 3. 653 2:213 
2 0. 580 0.785 1. 045 1. 261 3.671 2.303 
F ] -n i Ep ae a to a pak ces 
2 T, .160 1.570 2.078 2.516 7.324 4.576 
yy, 0. 580 0. 785 1. 039 1. 258 
Y 0. 576 0.798 1. 026 1. 262 
Insectary ma cance eee et i 
1 0. 623 0. 806 1. 041 1.267 3.737 2.167 
25°C, 60% 2 0.613 0.833 1.037 1.261 3.744 2.148 
3 0.591 0.778 1. 025 1. 249 3.643 2.221 
long Male 4 0.613 0. 806 1. 033 1. 267 3.719 2.189 
photoperiod T: 2.440 3. 223 n 136 5. 044 14.843 8.725 
J: 0.610 0. 806 1. 034 1. 261 
Y 0. 608 0.811 1. 029 1. 263 
xy —3 ー1 +1 +3 
で きる と と を た し か め た . 1968 年 度 に お ける 飼育 に お いて は , RECRUT, こわ れ て ぬぎ す て ら れ て も ぁ 測 定 の 可 


能 な , 額面 の 最大 幅 に つい て , 同様 な 考察 を と と ろ み た . 
数 値 に つい て , 分 散 分 折 を お と な っ た 結果 は , 
も (0.05) = 3.88, 
米 た 事実 に 一 致し た . 額面 の 幅 と 令 数 の 関係 を し めす 方 程 式 を 計算 し た 結果 は 
0.21514( ダ ー2.5), ¥3=0.55116-+0. 21874(¥--2.5)-+0. 00815(X—2.5)? と な っ た . 

アイ ノミ ドリ シジミ が , 他 の ミド リ シ ジ ミ 類 と 同様 , 4 令 経 過す る と と は , 上 述 の 
が , と の 事実 は すでに 月 下 (1950), 安河内 (1962), 河原 畑 (1962), 鈴木 (1965), 
べら れ て いる . 1966 年 か ら 68 年 に いた る 期間 に , 温度 が 16~21°C の 範囲 に あ 


測定 の 結果 
内 に お いて は 2 次 回 














OC a 平均 値 に つい て 分 


は , 1967 年 に お ける 実験 室 飼育 と , 飼育 室 飼育 
ーー10.13, 飼育 室 に お ける 成長 は きわ め て 早い . 
る 有 乏 の 差 は みとめ られ な か っ た . な お と れ ら は , 鈴木 (1965) の 北海 道 釧路 , 
川 (1966) の 広島 に お ける 飼育 成績 と あま り ち が わな いよ う で ある . 
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BIER, 
安河内 (1962) の 九州 英彦 山 , 宮 


は , 第 5 表 に し めす ご ど ご と く で ある . こと これら の 
帰 項 に 有意 性 が みとめ られ ず Fea = 2.30 < 
一 方 , 雄 に お いて は 有意 で あっ た Fen = 4.23>F22(0. 05) = 3.88. とれ は 前 館 ま で に の べ て 
HEME Shr 


0.56105 + 


飼育 結果 か ら あ きら か で ある 
宮川 (1966) ら に よっ て も の 
あっ た 実験 室 と , 温度 25°C, 関係 湿度 
け 散 分 析 を 行っ た 結果 
に よる 発育 期間 の 差 は . あき ら か に 有意 で Foa31.04> F100. 05) 
し か し 実験 室内 に お ける 飼育 の 比較 で は 合 
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Table 5. Log width, y=log mm+1.000, of the frons of exuvia of head capsule in suc- 
cessive instars x of larvae of Chrysozephyrus aurorinus OBERTHÜR. Result of 
rearing under a condition of laboratory (16~21°C) in 1968. 





















































Larva y for instar Total 
Sex e RR ーー (x1 y) 
No: I II Il IV i 
1 0. 255 0. 477 0. 663 0. 892 2. 287 2. 097 
2 0. 255 0. 447 0. 663 0. 903 2. 268 2.160 
3 0. 255 0. 447 0. 663 0. 892 2. 257 2.127 
4 0. 204 0. 415 0. 663 0.881 2.163 2.279 
Female 5 0. 255 0. 447 0. 663 0. 881 2.246 2. 094 
T: 1. 224 2.233 3.315 4.449 11.221 10. 757 
A 0. 245 0. 447 0. 663 0. 890 
Y 0. 238 0. 453 0. 669 0. 884 
1 0. 255 0.477 0. 644 0. 892 2. 268 2.078 
2 0. 255 0.415 0. 663 0. 903 2.236 2.192 
3 0.255 0.477 0.644 0.892 2.268 2.078 
4 0.204 0.447 0.644 0.892 2.187 2.261 
Male 5 0.255 0.477 0.644 0.892 2.268 2.078 
T; 1. 224 2. 293 3. 239 4.471 11. 227 10. 687 
Jı 0. 245 0. 459 0. 648 0. 894 
Y 0. 249 0. 446 0. 660 0. 890 
xy —3 ae +4 +3 
Table 6. Duration of larval and pupal period in days. 
Rearing Date Larval preiod Pupal 
Year Sex No. of i ーーーーーーー- ーーーーーーーー-… 
condition hatch I If Ill IV Total period 
1 28/11 6 5 6 11 28 25 
2 ク 7 6 7 10 30 24 
3 ク 6 6 8 11 81 23 
4 1/11 5 6 / 11 29 24 
5 ク 5 5 7 10 27 25 
6 ク 5 5 7 11 28 25 
7 ク 5 6 7 11 29 24 
Female 8 ク 5 6 6 12 29 24 
9 2/11 5 7 6 11 29 24 
10 3/ITHI 6 6 7 10 29 24 
11 4/III 6 5 6 11 28 24 
12 5/HI 5 6 6 11 28 24 
13 6/1II 6 5 7 10 28 23 
14 8/III 6 5 7 10 28 22 
1966 Laboratory Average 5.6 5.6 6.7 10.7 28.6 23.9 
1 1/1II 5 4 6 11 26 22 
2 an 5 5 6 10 26 23 
3 2/III 5 7 6 9 27 21 
4 ク 5 6 5 10 26 22 
5 3/HI 5 6 6 11 28 21 
6 a 5 6 6 10 27 22 
Male 7 Ay, 11 7 7 9 34 20 
8 4/1II 5 7 7 9 28 22 
9 ク 5 6 7 8 26 23 
10 6/III 9 6 6 9 27 21 
Average 5。 7 6.0 6.2 9.6 27.5 21.7 
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Table 6. の つづ き 





Rearing Date Larval period Pupal 












































Year Sex No. of 
condition hatch I II III IV Total period 
- | 17/III 7 5 5 8 25 
Female 2 ク 6 6 6 9 27 
Average 6.5 5.5 5.5 8.5 26.0 — 
1 21/III 8 5 6 9 28 — 
2 15/III 9 7 6 8 30 21 
3 ク 8 6 5 8 27 — 
4 ク 8 6 6 9 29 21 
Laboratory Male 5 16/III 7 6 6 8 27 21 
6 18/III 8 5 6 8 27 21 
Average 8.0 5.8 5.8 8.3 28.0 21.0 
1967 
1 18/III 4 4 4 18 ーー 
Female 2 ク 4 3 4 7 18 16 
Average 4.0 3.5 4.0 6.5 18.0 16.0 
Insectary 1 19/111 4 3 4 6 17 13 
2 21/111 4 3 4 6 17 14 
Male 3 23/III 4 8 4 6 17 13 
4 26/1II 3 3 3 6 15 14 
Average 3.8 3.0 3.8 6.0 16.5 13.5 
1: 16/III 10 5 6 9 30 19 
2 22/III 6 7 5 8 26 20 
Female 3 ク 6 6 5 8 25 20 
4 23/III 10 8 4 8 30 19 
5 25/1 7 5 4 8 24 20 
Average 7.8 6.2 4.8 8.2 27.0 19.6 
1968 Laboratory 
1 14/III 8 5 7 8 28 18 
2 18/III 6 6 5 8 25 18 
Male 3 22/III 6 6 5 7 24 19 
4 22/III 7 6 5 7 25 18 
5 23/III 7 5 4 6 22 17 
Average 6.8 5.6 5.2 7.2 24.8 18.0 
摘 要 


アイ ノミ ドリ シジミ の 幼虫 を , 温度 16~21°C の 実験 室 の 条件 下 で , クヌギ の 花芽 を あたえ て 個体 別に 飼育 し た . 
と れ ら が 成長 する に し た が っ て 排 注 する 養 の 大 き さ は , 同 令 内 で は 統計 学 的 に 有意 と いい うる 程 の , 大 き な 増 大 は 
し め さ な か っ た . わ づ か し か 見 られ な いと の 令 内 の 増大 は , 令 間 の 比較 に お いて も 相違 が な く , 個体 間 で も また ち 
が いな か っ た . と れ か ら 義 の 増大 は , 腕 度 ごと 段階 的 に お と な われ る も の と 考え られ た . 眠 起 第 1 日 目 の 養 の 直径 
と , 令 数 の 間 に は 肉 で は 1 次 の , 雄 で は 2 次 の 方 程 式 が 成立 し た . 同一 個体 の 第 3 令 ま で の 頭蓋 の 脱皮 殻 の 幅 と 令 
数 の 間 に も 同様 の 関係 が えら れ た . 第 4 令 の 頭蓋 を 切断 し て , 第 4 令 ま で の 頭 幅 と 令 数 と の 間 , 頭蓋 の 脱皮 殻 の 額 
面 の 幅 と 令 数 と の 間 に も , 全く 同じ よう な 結果 が えら れ た . それ 故 , 3 令 ま で の 頭蓋 の 脱皮 殻 の 幅 と , 令 数 と の 関 
係 を も と め た 方 程 式 か ら , 第 4 令 の 頭蓋 の 幅 は 推定 が 可能 で ある と 結論 で きた . 温度 25"C, 関係 湿度 60%, 連続 
130 lux 照明 の 条件 下 に お ける 飼育 で は , 雌雄 と も に 2 次 の 関係 が 成り 立ち , また 発育 日 数 も いち じ る し く 短 縮 し 
Je 
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Summary 


The larvae of CArysozephyrus aurorinus OBERTHUR were reared individually on flowering buds of 
Quercus serrata THUNB, under the laboratory condition of 16~21°C. The faecal pellets were collect- 
ed daily and the maximum diameter which meets the longitudinal axis at right angle was measured 
by the scale on the glass plate of the shadowgraph. Daily increments of size of faecal pellets fol- 
lowing the growth within an instar were similar for the 1st-4th instars in all larvae. However, 
those increments within an instar were not significant. The increment of size of faecal pellets on 
the first day after moulting, between succesisive instars, was expressed by a linear equation in fe- 
male and by a quadratic equation in male.. The growth of head capsules of exuviae of the same in- 
dividuals for the 1st-3rd instars, was also expressed by a linear equation in female and by a quad- 
ratic equation in male, It is impossible to measure the width of exuviae of head capsules of the 4th 
instar as they are usually moulted at broken state. The growth of head capsules between four suc- 
cessive instars was also expressed by a linear equation in female and a quadratic equaion in male. 
In this case the 4th instar larvae were killed and the head capsule used for measurement, The same 
relations were obtained in the growth of frons of exuvia of head capsule. The width of the head 
capsule at the 4th instar could be estimated using the equation calculated from the measurements 
for the lst-3rd instars, In the case of rearing under the condition of insectary of 25°C, 60% R. H. 
and long photopoperiod of 130 lux, quadratic equations were obtained for both female and male. 
The duration of larval and pupal development in the rearing of insectary condition were much 
shorter than that of rearing under the laboratory condition. 
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広 owl wow 
北海 道北 見 市 帆 の 島町 97 





19694 9 月 21 日 , 強風 で 塞 の 間 か ら 時 々 太陽 が 顔 を の ぞ か せる 天候 の 日 , 北見 市 常 川 別 着 沢 に 採集 に 行っ た と と 
ろ , 沢 の 入口 か ら 4 km ほど 奥 に は いっ た 路上 で 風 を 避け て 静止 し て いる ホソ ババ ヒョウ モン 1 さ を 採 集 し た . 
個体 は 極め て 新鮮 で 到底 季節 外れ の 9 月 下旬 に 採集 され た も の と は 思え な いく らい の も の で あっ た . また , 普通 
の も の より 小型 で 前 閉 長 は 22 mm で あっ た . 

北見 市 で は 本 種 は 北見 市 仁 頃 クト ン ニ コロ 沢 で の み 産 する と と に な っ て いる . と この よう な 地理 的 な 隔たり は 気象 
条件 に より 変わ りう る と と か も 知れ な い が , Ball 6 月 中 旬 に 発生 する 本 種 が 9 月 下旬 採集 され た と いう と と は 大 
変 に 興味 深い と と で ある . 

な お 標本 の 同定 を され , 発表 を 勧め られ た 若林 守 協 氏 に 深謝 する . 
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